
A．高等学校理科について
●１．高等学校理科の目標
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を

働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
⑴ 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

○１－１．科学と人間生活の目標
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を
働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
⑴ 自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間 

生活との関わりについての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて
科学的に探究する力を養う。

⑶ 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究
しようとする態度を養うとともに，科学に対す
る興味・関心を高める。

○１－２．物理基礎の目標
物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の
見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験
を行うことなどを通して，物体の運動と様々なエネ
ルギーを科学的に探究するために必要な資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。
⑴ 日常生活や社会との関連を図りながら，物体の
運動と様々なエネルギーについて理解するとと
もに，科学的に探究するために必要な観察，実
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験などに関する基本的な技能を身に付けるよう
にする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度を養う。

○１－３．物理の目標
物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方
を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことな
どを通して，物理的な事物・現象を科学的に探究す
るために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
⑴ 物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

○１－４．化学基礎の目標
物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を

働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，物質とその変化を科学的に探究するため
に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。
⑴ 日常生活や社会との関連を図りながら，物質と
その変化について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を養う。

○１－５．化学の目標
化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方

を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことな
どを通して，化学的な事物・現象を科学的に探究す
るために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。
⑴ 化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 化学的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

○１－６．生物基礎の目標
生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を
働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，生物や生物現象を科学的に探究するため
に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。
⑴ 日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する
基本的な技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

○１－７．生物の目標
生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を
働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，生物や生物現象を科学的に探究するため
に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。
⑴ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環
境の保全に寄与する態度を養う。

○１－８．地学基礎の目標
地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・

考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う
ことなどを通して，地球や地球を取り巻く環境を科
学的に探究するために必要な資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。

⑴ 日常生活や社会との関連を図りながら，地球や
地球を取り巻く環境について理解するとともに，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度と，自然環境の
保全に寄与する態度を養う。

○１－９．地学の目標
地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・

考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う
ことなどを通して，地球や地球を取り巻く環境を科
学的に探究するために必要な資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
⑴ 地学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，
科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本的な技能を身に付けるようにする。

⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度と，自然環境の
保全に寄与する態度を養う。

●２．高等学校理科の指導計画の作成と内容の取扱い
○２－１．指導計画の作成に当たっては，次の事項
に配慮するものとする。
⑴ 単元など内容や時間のまとまりを見通して，そ
の中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の
主体的・対話的で深い学びの実現を図るように
すること。その際，理科の学習過程の特質を踏
まえ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しを
もって観察，実験を行うことなどの科学的に探
究する学習活動の充実を図ること。

⑵ 「物理」，「化学」，「生物」及び「地学」の各科目に
ついては，原則として，それぞれに対応する基
礎を付した科目を履修した後に履修させること。

⑶ 各科目を履修させるに当たっては，当該科目や
理科に属する他の科目の履修内容を踏まえ，相
互の連携を一層充実させるとともに，他教科等
の目標や学習の内容の関連に留意し，連携を図
ること。

⑷ 障害のある生徒などについては，学習活動を行
う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導
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方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。
○２－２．内容の取扱いに当たっては，次の事項に
配慮するものとする。
⑴ 各科目の指導に当たっては，問題を見いだし観
察，実験などを計画する学習活動，観察，実験
などの結果を分析し解釈する学習活動，科学的
な概念を使用して考えたり説明したりする学習
活動などが充実するようにすること。

⑵ 生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度
の育成を図ること。また，環境問題や科学技術
の進歩と人間生活に関わる内容等については，
持続可能な社会をつくることの重要性も踏まえ
ながら，科学的な見地から取り扱うこと。

⑶ 各科目の指導に当たっては，観察，実験の過程
での情報の収集・検索，計測・制御，結果の集計・
処理などにおいて，コンピュータや情報通信
ネットワークなどを積極的かつ適切に活用する
こと。

⑷ 観察，実験，野外観察などの体験的な学習活動
を充実させること。また，環境整備に十分配慮
すること。

⑸ 各科目の指導に当たっては，大学や研究機関，
博物館や科学学習センターなどと積極的に連携，
協力を図るようにすること。

⑹ 科学技術が日常生活や社会を豊かにしているこ
とや安全性の向上に役立っていることに触れる
こと。また，理科で学習することが様々な職業
などと関連していることにも触れること。

⑺ 観察，実験，野外観察などの指導に当たっては，
関連する法規等に従い，事故防止に十分留意す
るとともに，使用薬品などの管理及び廃棄につ
いても適切な措置を講ずること。

B．中学校理科について
●１．中学校理科の目標
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を

働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど
を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するた
めに必要な資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
⑴ 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す

る基本的な技能を身に付けるようにする。
⑵ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

⑶ 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究
しようとする態度を養う。

○１－１．第１分野の目標
物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に

探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
⑴ 物質やエネルギーに関する事物・現象についての
観察，実験などを行い，身近な物理現象，電流
とその利用，運動とエネルギー，身の回りの物
質，化学変化と原子・分子，化学変化とイオン
などについて理解するとともに，科学技術の発
展と人間生活との関わりについて認識を深める
ようにする。また，それらを科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本的な
技能を身に付けるようにする。

⑵ 物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり，
それらの中に問題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，その結果を分析して解釈
し表現するなど，科学的に探究する活動を通し
て，規則性を見いだしたり課題を解決したりす
る力を養う。

⑶ 物質やエネルギーに関する事物・現象に進んで関
わり，科学的に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見ることができるよう
にする。

○１－２．第２分野の目標
生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究す

るために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
⑴ 生命や地球に関する事物・現象についての観察，
実験などを行い，生物の体のつくりと働き，生
命の連続性，大地の成り立ちと変化，気象とそ
の変化，地球と宇宙などについて理解するとと
もに，科学的に探究するために必要な観察，実
験などに関する基本的な技能を身に付けるよう
にする。

⑵ 生命や地球に関する事物・現象に関わり，それら
の中に問題を見いだし見通しをもって観察，実
験などを行い，その結果を分析して解釈し表現
するなど，科学的に探究する活動を通して，多

様性に気付くとともに規則性を見いだしたり課
題を解決したりする力を養う。

⑶ 生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり，
科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重
し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとと
もに，自然を総合的に見ることができるように
する。

●２．中学校理科の指導計画の作成と内容の取扱い
○２－１．指導計画の作成に当たっては，次の事項
に配慮するものとする。
⑴ 単元など内容や時間のまとまりを見通して，そ
の中で育む資質・能力の育成に向けて，生徒の
主体的・対話的で深い学びの実現を図るように
すること。その際，理科の学習過程の特質を踏
まえ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しを
もって観察，実験を行うことなどの科学的に探
究する学習活動の充実を図ること。

⑵ 各学年においては，年間を通じて，各分野にお
よそ同程度の授業時数を配当すること。その際，
各分野間及び各項目間の関連を十分考慮して，
各分野の特徴的な見方・考え方を総合的に働か
せ，自然の事物・現象を科学的に探究するため
に必要な資質・能力を養うことができるように
すること。

⑶ 学校や生徒の実態に応じ，十分な観察や実験の
時間，課題解決のために探究する時間などを設
けるようにすること。その際，問題を見いだし
観察，実験を計画する学習活動，観察，実験の
結果を分析し解釈する学習活動，科学的な概念
を使用して考えたり説明したりする学習活動な
どが充実するようにすること。

⑷ 日常生活や他教科等との関連を図ること。
⑸ 障害のある生徒などについては，学習活動を行
う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導
方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

⑹ 第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教育の目
標に基づき，道徳科などとの関連を考慮しなが
ら，第３章特別の教科道徳の第２に示す内容に
ついて，理科の特質に応じて適切な指導をする
こと。※

○２－２．内容の取扱いについては，次の事項に配
慮するものとする。
⑴ 観察，実験，野外観察を重視するとともに，地

域の環境や学校の実態を生かし，自然の事物・
現象についての基本的な概念の形成及び科学的
に探究する力と態度の育成が段階的に無理なく
行えるようにすること。

⑵ 生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度
を養うようにすること。

⑶ １の⑶（編集部注記：本冊子においては，p.7の２
－１の⑶）の学習活動を通して，言語活動が充
実するようにすること。

⑷ 各分野の指導に当たっては，観察，実験の過程
での情報の検索，実験，データの処理，実験の
計測などにおいて，コンピュータや情報通信
ネットワークなどを積極的かつ適切に活用する
ようにすること。

⑸ 指導に当たっては，生徒が学習の見通しを立て
たり学習したことを振り返ったりする活動を計
画的に取り入れるよう工夫すること。

⑹ 原理や法則の理解を深めるためのものづくりを，
各内容の特質に応じて適宜行うようにすること。

⑺ 継続的な観察や季節を変えての定点観測を，各
内容の特質に応じて適宜行うようにすること。

⑻ 観察，実験，野外観察などの体験的な学習活動
の充実に配慮すること。また，環境整備に十分
配慮すること。

⑼ 博物館や科学学習センターなどと積極的に連携，
協力を図るようにすること。

⑽ 科学技術が日常生活や社会を豊かにしているこ
とや安全性の向上に役立っていることに触れる
こと。また，理科で学習することが様々な職業
などと関係していることにも触れること。

○２－３．観察，実験，野外観察の指導に当たって
は，特に事故防止に十分留意するとともに，使用薬
品の管理及び廃棄についても適切な措置をとるよう
配慮するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※編集部注記：第１章総則の第１の２の⑵では，中学校にお
ける道徳教育の目標として，道徳教育や体験活動，多様な
表現や鑑賞の活動等を通して，豊かな心や創造性の涵養を
目指した教育の充実に努めること，学校における道徳教育
は，特別の教科である道徳を要として学校の教育活動全体
を通じて行うものであること，などが示されている。
第３章の第２では，道徳科において扱う項目全般が示され
ている。
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